様式第６号
景観形成基準に対する配慮状況(沿道海浜景観形成重点区域)
行為の種類：景観法（以下「法」という。）第16条第１項第３号（開発行為）及び鳥取県景観形成条例（以下「条例」という。）第13条各号の追加行為
	行為地：

	景　　観　　形　　成　　基　　準
	チェック欄
（配慮した内容を記入）

	共通事項
	位　　置
	・景観形成上重要な山地、海岸、河川、湖沼、歴史的な遺産、街並み等に対する主要な展望地及び公共交通施設（以下「展望地等」という。）並びに周辺からの眺望を妨げない位置とすること。
・道路、公園等の公共の場所に敷地が接する場合には、その境界線からできる限り後退した位置とすること。
・既存の自然地形を生かすことができる位置とし、稜線や斜面上部では行わないこと。
・敷地内に良好な景観を形成している樹木、樹林、建築物その他の工作物（以下　「建築物等」という。）がある場合には、その現状をできる限り変えずに済む位置とすること。
	□      □　　 □　　 □
	

	
	規模
	・周辺の景観にできる限り影響を与えない規模とすること。
	□
	

	
	緑化等
	・緑化は、できる限り多くの土地について、速やかに行うこと。
	□
	

	
	
	・植栽については、周辺の既存の植生と調和したものとすること。
・行為に係る工事期間中は、工事用の塀等により周辺から遮へいすること。
	□  □
	

	法第16条第１項第３号（開発行為）及び条例第13条第１号（土地の開墾その他の土地の形質の変更（土石の採取及び鉱物の掘採を除く。）に関する基準

	位置
	・急斜面は、避けること。
	□
	

	変更後の形状
	・長大なのり面又は擁壁が必要とならないようにすること。ただし、やむを得ない場合には、次のようにすること。

・土地の不整形な分割又は細分化は、避けること。
・既存の自然地形を活かし、周辺の地形と調和させること。
	□　　　　　　　□ □
	

	緑化
	・のり面及び擁壁もできる限り緑化すること。
	□
	

	条例第13条第１号（土石の採取及び鉱物の掘採）に関する基準


	方法
	・展望地等から採取又は掘採の場所ができる限り見えない方法で行うこと。
	□
	

	遮へい
	・展望地等から採取又は掘採の場所ができる限り見えないよう、周囲に植栽を設置すること。
	□
	

	緑化
	・採取又は掘採を終了した場所から、速やかに緑化を行うこと。
	□
	

	条例第13条第２号（木竹の伐採）に関する基準 

	方法
	・既存の高木、樹姿の優れた樹木並びに道路及び隣接地との境界付近に存する樹林　は、伐採しないこと。
	□
	

	緑化
	・伐採後は、速やかに緑化を行うこと。
	□
	

	条例第13条第３号（屋外における土石、廃棄物、再生資源その他の物件の積）に関する基準

	方法
	・物件を積み上げる場合は、できる限り低い高さで整然と行い、道路及び隣接地との境界線から十分間隔をとること。
	□
	

	遮へい
	・展望地等から積されている物件が見えないよう遮へいすること。
・遮へいは、植栽その他周辺と調和する方法により行うこと。
・塀、さく等（高さ３メートル以下のもの）により、遮へいを行う場合、そのベースカラーは、次のとおりとすること。
有彩色の色相
彩　度
0.1R～10R
２以下
0.1YR～5Y
４以下
上記以外の色相
２以下
※色彩に関する事項については、日本工業規格のＺ8721（色の表示方法－三属性による表示）による。
※ベースカラーとは、建築物等本体の屋根又は外壁（着色されていない木材、土壁、漆喰、ガラス等の部分を除く。）のそれぞれについて過半を占める色相をいい、複数に等分する場合は、その全てをベースカラーとして取り扱う。
	□　 □　□
	

	条例第13条第４号（特定照明）に関する基準

	方法
	・特定の対象物を照射するものであること。


・対象物以外への照射は最小限とし、光源の照射角度を下げる、光源等にカバーやルーバーを設置する等により、周辺や上空へ光が漏れるのを防止すること。
	□　 □
	


     　　 記入例：　該当しない場合　□ ／  配慮している場合　☑
①のり面は、緑化可能な勾配とすること。


②擁壁は、周辺の景観と調和した形態及び素材とすること。








